
 

 

  

 

 

  

  

２０２２年 発行 ８月号 

広報 メゾン・クマムタ ＶＯＬ.１７１ 
社会福祉法人 恵春会 

基本理念 

 人間尊重の精神と人間平等の思想の実現 

方針 

1. 個人の自由と権利の尊重 

2. 自立への援助 

3. 施設は地域社会福祉の核となれ 

4. 職員は専門職としての誇りと研鑽を 

5. 在り続けるために不断の努力を 

 

 

８月生まれの 

ご利用者の方 
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※感染対策の為、個別で撮影しています。 

福田 信一様 

花田 儀孝様 
村田 敦行様 

田上 伸様 

増井 健太郎様 

古澤 明美様 

林田 なお子様 

長野 弘美様 

田口 千賀子様 



 

 

  

～作品紹介～ 
絵画教室では、月に４回外部講師をお招

きし、塗り絵やちぎり絵の制作を行ってい

ます。講師の方に塗り絵の下絵を描いて頂

いたり、利用者の作品に対してアドバイス

を頂いています。現在は感染対策の為、開

催できていませんが、今後の開催を皆さん

楽しみにされています。今回は皆さんの作

品を紹介します♪ 

※今月の日中活動は、感染対策の為中止とさせていただきます 

～花火クイズで一粒君～ 
【から揚げ】のレシピ公開！ 

くまむた荘、人気メニューの 1 つである「から

揚げ」のレシピを公開します！ 

【材料】(１名分) 

・若鶏…60ｇ 

★ニンニク…1.5ｇ 

★濃口しょうゆ…3ｇ(小さじ 1/2)  

★酒…2ｇ 

★塩…0.2ｇ 

★こしょう…0.2ｇ 

・片栗粉…8ｇ(約大さじ 1) 

・油…適量 

【手順】 

① ★の調味料を混ぜ合わせる。 

(くまむた荘ではミキサーで混ぜます。) 

② 鶏肉につけ込んでおく。 

③ 片栗粉を肉にまぶして 180℃の油で揚げ

る。 

④ 火が通れば完成です。 

 



 

みなさんはこのマークをご存知ですか？ 

これは障がい者サポーター制度のシンボルマー

クです。小学生のお子さんは、研修が終わると

このマークのバッジをもらえるのを楽しみにさ

れています。次回、このシンボルマークについ

て、もう少し詳しく紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

８月生まれのご利用者

さん 

★８月１４日★ 

松岡 喜美子様 

 今月デイサービスでは、「ひまわり」のち

ぎり絵を作成しています。たくさんの折り

紙をちぎって少しずつ絵が出来上がって

います。完成が楽しみですね！また、それ

以外にはパズルや書道クラブなど楽しま

れています。 

  

日頃の様子 

今年の夏は例年に比べ猛暑となっているうえに、コロナ

の終息も見えない状況で、皆様も不安な日々を過ごしてい

らっしゃるかと思います。 

さて、今月は７月に隈庄小学校（４年生１３１名）の授業

の一環で総合学習の中の“障がい者サポーター研修”につ

いて、絆も参加させていただいたのでご紹介します。 

当初、対面での研修を企画していましたが、コロナ感染拡

大に伴い、急遽 ZOOM での開催となってしまったものの

学校を休んでいた生徒さんも参加することができました。 

研修の内容としては、〇障がいについて〇視覚障がい当事

者の体験談（動画・視聴含む）〇質疑応答でした。   

４５分間の研修でしたが、クイズ形式や視覚障がい者の方

が実際に使用している機器等の動画に対して興味津々な

様子がうかがえました。城南町にまた頼もしいサポーター

が誕生しました。 

 

 

  

隈庄小キッズサポーター養成研修 

 



 
 

～豊田小車椅子体験～ 
6 月 23 日、くまむた荘職員 4 名・九州中央リハの実習

生 2 名にて、豊田小学校に出向き 4 年生の生徒さんを対

象とした車椅子体験を行いました。   

毎年、くまむた荘音楽クラブのご利用者と豊田小学校 4

年生で音楽による交流活動を行っていますが、その事前

学習として車椅子体験を実施しました。 

初めに、車椅子の操作方法についての説明を行い、2 人

1 組で操作練習をした後、1 人で漕ぐ体験をしました。生

徒さんからは、「車椅子に乗るポイントを教えてもらえて

上手にこぐことが出来た」「初めて車椅子に乗って体験し

て良かった。」「押してもらうのは簡単だったけど、1 人で

乗るのは大変だった」等様々な声が聞かれました。次の授

業では、【障害の理解について】を行う予定です。リモー

トで実際に会うことが難しい為、この授業を通して、今後

の交流に繋げてほしいです。           

今年も新型コロナウイルス流行に伴い、ご利用者と生

徒さんの交流はリモートで行っていく予定です。 

 

永年勤続表彰 

(右)松野富美事務主任・・４０年勤続表彰 

(左)岩本晃輔介護副主任・・ 

１０年勤続表彰 

 今年度は、２名の職員が、永年勤続

の表彰を受けましたのでご紹介しま

す。 

 8 月に入り、コロナ感染の状況も収束の兆しが見え

てまいりましたが、その間ご家族・関係者様には多

大なる心配とご迷惑をお掛けいたしました。 

この時期、感染対策をしっかり行い対応していた

職員たちにも容赦なく襲いかかり、また家族が陽性

となり結果、職員が濃厚接触者と判定され出勤不可

となるなどの繰り返しで、現場の勤務体制が非常に

組みにくくなってしまいました。そんな状況ではあ

りましたが職員一丸となり対応してくれたことに管

理者として感謝しております。しかしながら、今回

の件で一番ご負担をかけたのは入所者の方々です。

感染拡大を防ぐための隔離対応やご家族との面会禁

止、そして未感染の方々も不安な日々を過ごされて

いました。やっと隔離解除で自室に戻られた方の笑

顔やその時を待っておられた同室者の嬉しそうな表

情を見ていると一日も早く「いつもの毎日」が戻る

ことを願うばかりです。 

     

～ひと時～ 施設長 


